
　平成17年第２回市議会定例会は、６月７日
から16日まで、10日間の日程で開催されまし
た。 
  指定管理者制度導入等に伴う関係条例の整
備に関する条例をはじめ、市長提出議案18件
の審議が行われ、すべて原案のとおり可決さ

れました。 
　また、100条調査特別委員会の審査結果に
ついて委員長から報告があり、「建設工事並
びに契約事務の適正な執行を求める決議」が
可決されました。 
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㈱
神
戸
製
鋼
所
加
古
川
製
鉄
所
の 

　
　
火
災
等
事
故
防
止
に
関
す
る
決
議 

　
㈱
神
戸
製
鋼
所
加
古
川
製
鉄
所
に
お
い
て
、
本
年
に
入
り
、
火
災
等

事
故
が
相
次
い
で
発
生
し
、
こ
れ
ら
の
事
故
に
よ
り
死
傷
者
が
出
た
こ

と
は
、
大
変
痛
ま
し
く
、
誠
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。 

　
現
在
、
加
古
川
警
察
署
、
加
古
川
労
働
基
準
監
督
署
、
加
古
川
市
に

お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
こ
れ
ら
の
事
故
の
原
因
究
明
及
び

安
全
管
理
体
制
な
ど
に
問
題
が
な
か
っ
た
か
な
ど
の
調
査
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
ま
た
、
㈱
神
戸
製
鋼
所
加
古
川
製
鉄
所
に
お
い
て
も
、
こ
れ

ら
の
事
故
の
原
因
究
明
及
び
社
員
に
対
す
る
作
業
要
領
の
再
徹
底
が
行

な
わ
れ
て
い
る
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
事
故
が
相
次
い
で
発
生
し
た
こ
と
に
よ

り
、
周
辺
住
民
等
の
間
に
大
き
な
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。 

　
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
事
故
に
関
し
、
早
期
に
原
因
を
究
明
し
、
速
や

か
に
情
報
提
供
を
行
い
、
市
民
の
不
安
感
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
そ
の
対
応
に
は
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
事
故
の
再

発
防
止
に
最
大
限
の
努
力
を
払
い
、
万
全
の
対
策
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。 

 

　
以
上
、
決
議
す
る
。 

 

平
成
17
年
６
月
７
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
庫
県
加
古
川
市
議
会 

　
平
成
17
年
５
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
「
告
発
文
書
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会
」
に
お
け
る
秘
密
会
の
議
事
の
内
容
を
他
に
漏
ら
し
た

と
し
て
会
議
規
則
違
反
に
問
わ
れ
た
井
筒
高
雄
議
員
に
対
し
、
６
月

８
日
か
ら
３
日
間
の
出
席
停
止
と
す
る
処
分
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

井
筒
高
雄
議
員
に
対
す
る
懲
罰
動
議
可
決 

　
本
定
例
会
及
び
常
任
委
員
会
で
、

請
願
と
陳
情
に
結
論
が
出
さ
れ
ま

し
た
。 

  

○
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
に
つ
い
て
（
加
古
川
町
北
在

家
・
兵
庫
県
教
職
員
組
合
加
印
支

部
長
・
北
谷
錦
也
） 

　
　
　
　
　
　
　
〈
全
会
一
致
〉 

　
こ
れ
は
、
政
府
関
係
機
関
に
対

し
、
現
行
の
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
を
堅
持
し
、
学
校
事
務
職

員
・
栄
養
職
員
な
ら
び
に
教
員
を

同
制
度
の
対
象
か
ら
除
外
し
な
い

よ
う
、
意
見
書
を
提
出
し
て
も
ら

い
た
い
と
の
請
願
で
す
。 

 
○
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
に
つ
い
て
（
加
古
川
町
北
在

家
・
加
印
教
職
員
組
合
執
行
委
員

長
・
田
原
健
二
郎
） 

　
　
　
　
　
　
　
〈
全
会
一
致
〉 

　
こ
れ
は
、
現
行
の
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
し
、
事
務

職
員
・
栄
養
職
員
な
ら
び
に
教
員

を
同
制
度
の
対
象
か
ら
除
外
し
な

い
よ
う
、
意
見
書
を
提
出
し
て
も

ら
い
た
い
と
の
陳
情
で
す
。 

   

○
市
内
西
部
・
北
部
に
も
ゾ
ー
ン

バ
ス
走
行
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て（
東
神
吉
町
神
吉
・
室
田
勝
義
） 

　
　
　
　
　
　
　
〈
賛
成
少
数
〉 

　
こ
れ
は
、
市
内
西
部
・
北
部
に

も
早
期
に
ゾ
ー
ン
バ
ス
を
走
行
さ

せ
、
安
価
で
便
利
な
運
行
を
は
か

る
こ
と
を
求
め
る
請
願
で
す
。 

　 

次
の
意
見
書
が
可
決
さ
れ
、
関
係
機
関
へ
送
付
さ
れ
ま
し
た
。 

  

○
地
方
議
会
制
度
の
充
実
強
化
に
関
す
る
意
見
書 

  

○
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
を
求
め
る
意 

 

　
見
書 

  

平成１６年度議会交際費執行状況 

　区　分　 

慶弔せんべつ 

賛 　 助 

贈 呈 記 念品 

懇 談 接 遇 

そ の 他 

　 合 　 計　 

件数 

30 

4 

6 

1 

4 

45 

金額（円） 

468,853 

130,000 

67,905 

50,000 

30,120 

746,878

※議会交際費の支出内容を、市役所
行政資料室で公開しています。 
※原則として個人名は除きます。 

　
６
月
１４
日
か
ら
１８
日
ま
で
、
姉
妹
都
市

で
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
・
マ
リ
ン
ガ
市
か
ら
代

表
団
（
２９
名
）
が
加
古
川
市
を
訪
問
さ
れ

ま
し
た
。
マ
リ
ン
ガ
市
と
は
、
昭
和
４８
年

に
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
で
以
来
、
３２
年

に
わ
た
る
交
流
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

採
択
と
な
っ
た
も
の 

請
願 

不
採
択
と
な
っ
た
も
の 

請
願 

陳
情 

■
内
容
　
昭
和
２５
年
か
ら
５５
年
ま

　
　
　
　
で
の
市
議
会
の
内
容 

■
価
格
　
記
述
編
・
資
料
編
セ
ッ

　
　
　
　
ト
で
１
８
、
０
０
０
円 

■
問
合
先 

　
　
　
　
議
会
事
務
局 

　
　
　
　
（
　
　
９
３
０
３
） 



議
員
　
「
新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ

く
る
会
」
の
歴
史
教
科
書
は
、
第
二

次
世
界
大
戦
を
日
本
の
侵
略
戦
争
と

認
め
る
の
は
自
虐
史
観
だ
と
排
撃
し

て
い
る
。
「
大
東
亜
戦
争
は
自
存
自

衛
の
聖
戦
で
あ
り
、
こ
の
戦
争
は
ア

ジ
ア
諸
国
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
な
ど

の
植
民
地
支
配
か
ら
離
脱
す
る
の
に

役
立
っ
た
。
ま
た
、
東
京
裁
判
は
戦

勝
国
が
戦
犯
と
い
う
濡
れ
衣
を
押
し

付
け
た
」
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
い

る
。
こ
の
戦
争
観
、
歴
史
観
は
靖
国

史
観
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
こ
の
よ

う
な
教
科
書
の
採
択
は
、
靖
国
史
観

の
立
場
に
立
つ
こ
と
に
な
る
こ
と
を

指
摘
す
る
。
歴
史
教
科
書
採
択
に
つ

い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。 

教
育
指
導
部
長
　
今
回
、
出
版
さ
れ

て
い
る
歴
史
教
科
書
は
八
種
類
あ
り
、

い
ず
れ
も
学
習
指
導
要
領
が
定
め
た

社
会
科
の
目
標
や
内
容
に
照
ら
し
て

編
集
さ
れ
て
お
り
、
文
部
科
学
省
の

検
定
に
合
格
し
た
も
の
で
あ
る
。
法

に
定
め
ら
れ
た
手
続
き
に
則
り
、
公

正
か
つ
適
正
に
採
択
事
務
を
進
め
、

本
市
の
子
ど
も
た
ち
に
最
も
ふ
さ
わ

し
い
教
科
書
を
採
択
し
た
い
。  

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
神
戸
製
鋼
所
加
古
川
製
鉄
所
に
お
け

　
る
事
故
多
発
に
つ
い
て 

　
　
公
害
防
止
協
定
／
事
故
多
発
の
背

　
　
景 

○
住
基
ネ
ッ
ト
違
憲
判
決
に
つ
い
て 

　
　
憲
法
第
十
三
条
個
人
の
尊
重
、
自

　
　
由
の
権
利
の
遵
守
を
／
ネ
ッ
ト
か

　
　
ら
の
離
脱
要
求
へ
の
対
応 

○
中
学
校
教
科
書
の
採
択
に
つ
い
て 

　
　
ア
ジ
ア
の
「
反
日
」
の
高
ま
り 

○
行
政
へ
の
要
求
の
公
開
に
つ
い
て 

　
　
不
当
要
求
へ
の
対
応
／
情
報
公
開

　
　
の
徹
底 

議
員
　
本
市
北
西
部
の
一
部
で
、
市

民
が
要
望
し
て
い
た
ゾ
ー
ン
バ
ス
の

試
験
運
行
が
、
六
月
六
日
か
ら
始
ま

っ
た
。
高
齢
者
に
便
利
な
乗
り
物
と

し
て
市
民
に
浸
透
し
て
ほ
し
い
。
北

西
部
の
範
囲
は
広
い
が
、
一
例
と
し

て
、
多
く
の
市
民
が
利
用
す
る
ウ
ェ

ル
ネ
ス
・
パ
ー
ク
へ
の
循
環
バ
ス
は

時
間
が
か
か
る
の
で
、
ゾ
ー
ン
バ
ス

に
よ
る
ピ
ス
ト
ン
運
行
に
し
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
上
荘
町
都
台
の
高
齢

者
は
、
食
料
品
の
買
物
に
バ
ス
を
利

用
す
る
が
、
便
数
が
少
な
く
、
バ
ス

代
が
高
い
の
で
暮
ら
し
に
く
い
。
神

野
駅
な
ど
と
結
ぶ
ゾ
ー
ン
バ
ス
を
運

行
し
て
は
ど
う
か
。 

都
市
計
画
部
長
　
本
市
の
ゾ
ー
ン
バ

ス
二
路
線
に
加
え
、
市
民
病
院
と
志

方
町
の
間
で
ワ
ゴ
ン
車
に
よ
る
試
験

運
行
を
開
始
し
た
。
こ
の
利
用
状
況

を
勘
案
し
て
、
高
齢
化
の
進
む
地
域

な
ど
で
の
今
後
の
拡
充
を
検
討
し
た

い
。
ま
た
、
北
西
部
に
つ
い
て
は
、

既
存
バ
ス
路
線
の
再
編
を
バ
ス
事
業

者
に
要
請
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
て
、
市
民
の
利
便
性
の
観
点

か
ら
検
討
し
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
安
全
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く 

　
り
の
推
進
に
つ
い
て 

　
　
宝
殿
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
エ

　
　
レ
ベ
ー
タ
ー
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー 

　
　
の
設
置 

○
市
職
員
の
雇
用
に
つ
い
て 

　
　
市
職
員
の
時
間
外
労
働
と
正
規
雇

　
　
用
／
障
害
者
雇
用 

○
女
性
幹
部
の
登
用
に
つ
い
て 

　
　
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
／
女

　
　
性
幹
部
登
用
の
認
識 

     

議
員
　
「
ハ
ー
ト
・
プ
ラ
ス
」
マ
ー

ク
は
内
部
障
害
者
で
あ
る
こ
と
を
示

す
も
の
で
あ
る
。
内
部
障
害
者
と
は
、

心
臓
や
呼
吸
器
な
ど
身
体
の
内
臓
機

能
の
障
害
に
よ
り
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
た
人
の
総
称
で
あ

る
。
外
見
か
ら
は
見
え
な
い
障
害
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
言
葉
す
ら
知

ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
社
会
の
無
理
解
の
な
か

で
、
「
優
先
座
席
に
座
る
と
、
冷
た

い
目
で
見
ら
れ
た
」
な
ど
多
く
の
困

難
に
直
面
し
て
い
る
。
市
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
「
ハ
ー
ト
・
プ
ラ

ス
」
マ
ー
ク
の
普
及
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。 

福
祉
部
長
　
本
市
で
障
害
者
手
帳
を

持
つ
内
部
障
害
者
は
千
五
百
八
十
五

人
お
ら
れ
る
。
他
の
障
害
に
比
べ
、

社
会
的
に
十
分
認
識
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
日
常
生
活
で
苦
労
さ
れ
て
い

る
と
推
察
し
て
い
る
。
内
部
障
害
者

に
対
す
る
理
解
が
深
ま
る
こ
と
は
、

全
て
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
上
で
重
要
で
あ
り
、
マ
ー

ク
の
普
及
啓
発
を
支
援
し
て
い
き
た

い
。 

       

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
地
域
防
犯
に
つ
い
て 

　
　
「
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
」 

　
　
の
現
況
と
今
後
／
防
犯
リ
ー
ダ
ー

　
　
の
育
成
、
地
域
防
犯
の
ネ
ッ
ト
ワ

　
　
ー
ク
づ
く
り
／
防
犯
灯 

○
高
齢
者
虐
待
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

　
て 

　
　
本
市
の
現
況
／
こ
れ
ま
で
の
取
り

　
　
組
み
／
今
後
の
取
り
組
み 

○
思
い
や
り
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
普
及

　
に
つ
い
て 

　
　
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
」 

○
農
業
政
策
に
つ
い
て 

　
　
本
市
の
食
糧
自
給
率
／
遊
休
農
地

　
　
の
現
状
／
遊
休
農
地
対
策
の
現
状

　
　
と
今
後
／
本
市
農
業
の
長
期
的
ビ

　
　
ジ
ョ
ン 

     

議
員
　
老
朽
化
し
て
い
る
県
立
病
院 

を
神
野
町
へ
移
転
す
る
計
画
が
、
二

月
に
発
表
さ
れ
た
。
市
民
の
長
年
の

願
い
で
あ
っ
た
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

を
併
設
し
た
計
画
で
あ
り
、
市
民
の

関
心
が
高
い
。
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞

等
の
重
篤
救
急
患
者
を
受
け
入
れ
る

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
、
東
播
磨
地

域
に
未
設
置
で
あ
っ
た
た
め
、
歓
迎

す
べ
き
こ
と
だ
。
新
病
院
の
設
計
、

工
事
計
画
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る

の
か
。 

企
画
部
長
　
新
し
い
県
立
病
院
は
、

東
播
磨
、
北
播
磨
地
域
の
第
三
次
救

急
医
療
を
担
う
と
と
も
に
、
糖
尿
病

を
は
じ
め
、
が
ん
、
心
臓
病
や
生
活

習
慣
病
の
増
加
に
対
応
し
た
高
度
専

門
機
能
を
備
え
た
病
院
と
し
て
の
役

割
を
担
う
と
さ
れ
て
い
る
。
移
転
計

画
は
、
現
在
、
開
発
の
事
前
協
議
を

受
け
て
お
り
、
今
後
正
式
な
開
発
協

議
を
経
て
、平
成
十
七
年
度
内
に
は
、

基
本
設
計
に
入
る
。
十
八
年
度
に
は

実
施
設
計
を
完
了
し
、
そ
の
後
、
建

設
に
着
手
し
、
二
十
一
年
度
に
は
供

用
開
始
す
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
県
立
病
院
の
移
転
に
つ
い
て 

　
　
救
命
率
の
向
上
／
新
病
院
の
役
割

　
　
／
道
路
整
備
／
排
水
対
策
／
市
の

　
　
役
割 

○
職
員
給
与
に
つ
い
て 

　
　
県
の
是
正
勧
告
／
「
わ
た
り
」
の

　
　
存
在
／
部
長
職
と
係
長
職
の
給
与

　
　
格
差
／
評
価
制
度
と
給
与
格
差
／

　
　
市
独
自
の
給
与
体
系
変
更 

     

議
員
　
ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
、
負
傷
者

の
症
状
や
程
度
を
判
定
し
、
レ
ベ
ル

に
応
じ
て
治
療
の
優
先
度
を
決
め
る

こ
と
で
あ
る
。
本
年
四
月
に
発
生
し

た
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
で
の
脱
線
事
故
に

お
い
て
、
は
じ
め
て
大
規
模
な
ト
リ

ア
ー
ジ
が
実
施
さ
れ
、
大
き
な
成
果

を
あ
げ
た
。
今
回
の
鉄
道
事
故
の
み

な
ら
ず
、
自
然
災
害
等
あ
ら
ゆ
る
状

況
下
に
お
い
て
、
速
や
か
に
対
応
で

き
る
体
制
作
り
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。 

消
防
長
　
大
規
模
災
害
時
に
は
、
限

ら
れ
た
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
医
療
機
器

等
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
、
傷
病
者
を
重
症
度
等
に
よ

っ
て
分
類
し
、
優
先
順
位
を
決
め
る

ト
リ
ア
ー
ジ
は
、
救
命
率
の
向
上
に

重
要
な
役
割
を
担
う
も
の
と
考
え
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、
平
成
九
年
か
ら

ト
リ
ア
ー
ジ
を
取
り
入
れ
た
救
急
救

護
訓
練
を
実
施
し
、
医
師
会
等
の
参

加
も
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
も
医

師
会
や
関
係
機
関
と
密
接
に
連
携
し
、

効
果
的
な
ト
リ
ア
ー
ジ
を
実
施
し
、

よ
り
適
切
な
救
護
体
制
を
構
築
し
て

い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
大
事
故
・
大
災
害
で
の
救
急
救
命
体 

　
制
の
充
実
に
つ
い
て 

　
　
救
急
・
救
命
出
動
／
体
系
的
な
出 

　
　
動
シ
ス
テ
ム
の
現
状
と
考
え
方
／

　
　
受
け
入
れ
病
院
と
の
広
域
的
運
用

　
　
体
制
／
救
急
・
救
助
訓
練
と
多
様

　
　
な
現
場
に
対
応
で
き
る
機
材
の
導

　
　
入 

○
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
為
の
救
命

　
医
療
処
遇
に
対
す
る
救
命
率
の
向
上

　
に
つ
い
て 

　
　
気
道
確
保
の
為
の
「
気
管
挿
管
」

　
　
の
救
命
措
置
／
自
動
体
外
式
除
細

　
　
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
普
及 

○
水
道
事
業
の
財
政
基
盤
の
確
立
と
今

　
後
の
見
通
し
に
つ
い
て 

　
　
累
積
欠
損
金
の
解
消
／
水
道
局
営

　
　
業
・
浄
水
業
務
の
民
間
委
託
の
取

　
　
り
組
み 

○
法
華
山
谷
川
の
浚
渫
事
業
に
つ
い
て 

　
　
浚
渫
事
業
の
取
り
組
み
／
他
市
と

　
　
の
連
携
状
況 

○
新
た
な
地
域
公
共
交
通
（
コ
ミ
ュ
ニ

　
テ
ィ
交
通
）
に
つ
い
て 

　
　
乗
車
率
の
考
え
方
／
主
公
共
施
設

　
　
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
と
今
後
の
体

　
　
制
づ
く
り 

○
宝
殿
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
に
つ
い

　
て 

　
　
他
市
と
Ｊ
Ｒ
と
の
調
整
お
よ
び
計

　
　
画
／
バ
リ
ア
フ
リ
ー
「
構
想
の
具

　
　
体
的
内
容
」 

     

議
員
　
本
市
が
発
行
し
て
い
る
文
化 

財
ニ
ュ
ー
ス
は
、
内
容
が
非
常
に
わ

か
り
や
す
く
、
時
を
得
た
ニ
ュ
ー
ス

が
発
信
さ
れ
て
い
る
。
本
市
発
足
五

十
五
周
年
を
記
念
し
て
、
そ
れ
ら
を

一
冊
の
書
に
ま
と
め
、
本
市
の
豊
か

な
文
化
財
に
つ
い
て
広
く
市
内
外
の

方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
製
本

で
き
な
い
か
。
業
務
委
託
に
任
せ
る

だ
け
で
な
く
、
自
前
で
で
き
れ
ば
二

〇
〇
五
年
の
素
晴
ら
し
い
文
化
財
の

一
つ
と
し
て
後
世
に
引
き
継
い
で
い

か
れ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

教
育
指
導
部
長
　
文
化
財
ニ
ュ
ー
ス 

は
、
市
内
で
の
一
年
間
の
文
化
財
調

査
や
指
定
の
動
き
な
ど
を
伝
え
る
た

め
、
毎
年
、
年
度
末
に
発
行
し
各
家

庭
に
配
布
し
て
い
る
。
過
去
か
ら
通

し
て
一
覧
に
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
の

文
化
財
に
関
す
る
活
動
の
移
り
変
わ

り
が
理
解
で
き
、
市
内
文
化
財
の
資

料
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。
こ
れ
ま

で
発
行
、
整
理
保
存
し
て
い
る
も
の

を
今
後
ま
と
め
、
文
化
財
保
護
の
啓

発
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
ひ
と
・
ま
ち
・
自
然
が
き
ら
め
く
清

　
流
文
化
都
市
加
古
川
に
つ
い
て 

　
　
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
加
古
川
市 

　
　
案
内
書
／
文
化
財
指
定
／
景
観（
風

　
　
景
）
形
成
指
定 

○
五
ケ
井
堰
と
加
古
川
市
農
業
に
つ
い

　
て 

　
　
五
ケ
井
堰
と
農
業
振
興
の
歴
史
的

　
　
評
価
／
五
ケ
井
用
水
路
の
整
備
／

　
　
食
料
危
機
を
見
据
え
た
農
業
振
興

　
　
策 

○
Ｊ
Ｒ
加
古
川
駅
南
の
町
内
会
の
行
政

　
区
画
割
り
に
つ
い
て 

     

議
員
　
平
成
十
三
年
四
月
の
加
古
川 

市
職
員
措
置
に
係
る
監
査
請
求
は
、

市
内
三
ヶ
所
の
建
物
に
対
し
、
固
定

資
産
税
を
賦
課
す
る
こ
と
を
怠
っ
た

行
政
へ
の
責
任
追
及
と
、
市
民
に
対

し
て
説
明
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

監
査
結
果
で
は
、
課
税
さ
れ
て
い
た

事
が
確
認
さ
れ
、
請
求
は
棄
却
さ
れ

た
が
、
当
時
行
わ
れ
た
事
情
聴
取
で

は
虚
偽
の
供
述
、
ま
た
提
出
さ
れ
た

関
係
書
類
は
、
署
名
・
日
付
等
が
偽

造
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
監
査

請
求
の
棄
却
理
由
の
一
つ
と
し
て
平

「
ハ
ー
ト
・
プ
ラ
ス
」 

　
マ
ー
ク
の
普
及
を 

　
　
　
　
今
井
　
淳
子
　
議
員 

中
学
校
歴
史
教
科
書
の 

　
採
択
に
つ
い
て 

　
　
　
　
　
山
川
　
博
　
議
員 

ゾ
ー
ン
バ
ス
の 

　
拡
充
を 

　
　
　
　
広
瀬
　
弘
子
　
議
員 

文
化
財
ニ
ュ
ー
ス
を 

　
一
冊
の
書
に 

　
　
　
　
眞
田
　
千
穂
　
議
員 

ト
リ
ア
ー
ジ
の 

　
取
り
組
み
は 

　
　
　
　
安
田
　
実
稔
　
議
員 

県
立
病
院
の
移
転
計
画
の 

　
進
捗
状
況
は 

　
　
　
　
坂
田
　
重
隆
　
議
員 

　6月7日と8日に行われた一般

質問には、１１人の議員が質問に

立ち、市政全般にわたり、活発な

質問を展開しました。主な内容

は次のとおりです。　 

▲かこタクシー。 

▲「ハート・プラス」 
マーク。 

こ
う
そ
く 

し
ゅ
ん
せ
つ 

せ
き 

し
ゅ
ん
せ
つ 

適
正
な
課
税
が 

　
行
わ
れ
た
の
か 

　
　
　
　
西
田
　
重
幸
　
議
員 

▲トリアージタグ。 

し
ん
ち
ょ
く 



成
十
三
年
一
月
一
日
現
在
の
家
屋
課

税
台
帳
等
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
い

ず
れ
の
物
件
も
課
税
さ
れ
て
い
た
と

あ
る
が
、
日
付
の
偽
造
に
よ
り
少
な

く
と
も
監
査
請
求
以
前
に
、
課
税
客

体
の
把
握
が
な
さ
れ
、
課
税
さ
れ
て

い
た
と
は
思
え
な
い
が
ど
う
か
。 

税
務
部
長
　
個
々
の
具
体
的
な
内
容 

に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法
第
二
十
二

条
及
び
地
方
公
務
員
法
第
三
十
四
条

の
規
程
に
よ
る
守
秘
義
務
に
関
わ
る

事
と
考
え
る
た
め
、
こ
の
場
で
の
具

体
的
な
答
弁
は
差
し
控
え
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
新
大
崎
橋
工
事
随
意
契
約
に
つ
い
て 

　
　
関
連
工
事
と
い
う
理
由
で
随
意
契

　
　
約
し
た
こ
と 

○
志
方
大
池
泥
土
撤
去
工
事
に
つ
い
て 

　
　
県
の
河
川
工
事
と
関
係
が
な
い
池

　
　
の
工
事
が
随
意
契
約
に
な
っ
た
こ

　
　
と
／
残
土
の
最
終
処
分
場
の
責
任 

      

議
員
　
子
ど
も
た
ち
の
学
力
低
下
が 

懸
念
さ
れ
て
い
る
中
、
超
党
派
の
国

会
議
員
で
つ
く
る
活
字
文
化
議
員
連

盟
が
、
学
力
の
基
礎
中
の
基
礎
と
も

い
え
る
国
語
力
の
向
上
を
狙
い
と
す

る
「
文
字
・
活
字
振
興
法
案
」
の
成

立
を
目
指
し
て
い
る
。
就
学
前
児
童

が
文
字
や
活
字
に
親
し
む
た
め
の
取

り
組
み
、
特
に
読
み
聞
か
せ
等
、
幼

稚
園
に
お
け
る
環
境
づ
く
り
の
実
態
、

現
状
な
ら
び
に
今
後
の
課
題
は
ど
う

か
。 

教
育
指
導
部
長
　
読
み
聞
か
せ
は
、

絵
本
や
物
語
な
ど
に
親
し
み
、
興
味

を
持
っ
て
聞
き
、
想
像
す
る
楽
し
さ

を
味
わ
わ
せ
る
た
め
に
は
大
変
有
効

で
あ
る
た
め
、
現
在
す
べ
て
の
幼
稚

園
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、

読
み
聞
か
せ
は
、
園
内
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
家
庭
や
公
民
館
等
と
も
連

携
を
図
り
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
絵
本
の
充

実
、
よ
り
効
果
的
な
読
み
聞
か
せ
手

法
の
開
発
、
自
然
に
文
字
を
覚
え
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
る
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
続
・
学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
た
教
科 

　
書
の
採
択
に
つ
い
て 

　
　
前
回
採
択
さ
れ
た
中
学
校
歴
史
教

　
　
科
書
が
採
択
さ
れ
た
根
拠 

     

議
員
　
連
続
し
て
発
生
し
て
い
る
事 

故
に
関
し
、
神
戸
製
鋼
は
周
辺
住
民

に
対
し
、
回
覧
板
を
回
し
た
り
、
説

明
会
を
開
催
す
る
な
ど
一
定
の
取
り

組
み
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
対
応
は

き
わ
め
て
遅
く
、
説
明
責
任
を
十
分

に
果
た
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

市
と
し
て
も
「
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
観
点
か
ら
、
市
民
の
不

安
解
消
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ

る
の
か
。 

消
防
長
　
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、 

行
政
が
規
制
で
き
る
も
の
と
、
事
業

所
の
自
主
安
全
管
理
に
委
ね
る
も
の

が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
含
め
て
市
長
名

で
改
善
を
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。 

環
境
部
長
　
今
回
の
事
故
に
つ
い
て 

は
、
住
民
不
安
の
解
消
に
向
け
た
総

合
的
な
事
故
防
止
対
策
を
再
構
築
し
、

事
業
所
の
安
全
確
保
を
図
る
よ
う
強

く
申
し
入
れ
、
ま
た
事
故
発
生
時
の

迅
速
か
つ
、
的
確
な
広
報
や
、
周
辺

住
民
へ
の
状
況
説
明
も
、
誠
意
を
持

っ
て
実
施
す
る
よ
う
指
導
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。 

      
議
員
　
現
在
、
本
市
が
取
組
ん
で
い

る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
取
得

は
、
環
境
負
荷
低
減
の
た
め
、
「
計

画
・
実
施
・
点
検
・
見
直
し
」
を
実

行
し
、
継
続
的
に
改
善
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
各
事
業
で
目
的
・

目
標
を
設
定
し
、
達
成
す
る
た
め
の

手
段
・
責
任
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
明

確
に
示
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思

う
が
、
そ
の
中
で
、
市
が
発
注
す
る

公
共
工
事
と
、
新
設
さ
れ
た
危
機
管

理
室
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
方
針

で
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。 

環
境
部
長
　
公
共
工
事
で
は
、
環
境

保
全
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
事

業
や
、
環
境
に
対
し
負
荷
の
あ
る
業

務
に
つ
い
て
負
荷
低
減
で
き
る
よ
う
、

個
別
に
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。
危

機
管
理
に
つ
い
て
は
、
環
境
汚
染
に

よ
る
緊
急
事
態
へ
の
準
備
及
び
対
応

を
確
立
す
る
た
め
、
可
能
性
の
あ
る

施
設
等
に
、
緊
急
事
態
対
応
手
順
を

作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
危
機
管
理
室
に
お
い
て
は
、
災

害
発
生
時
の
早
期
伝
達
、
早
期
対
策

が
環
境
負
荷
低
減
に
繋
が
る
と
考
え

て
お
り
、今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
環
境
負
荷
軽
減
に
つ
な
が
る
具
体
策

　
に
つ
い
て 

　
　
自
転
車
駐
車
場
の
利
用
促
進
の
具

　
　
体
策
／
商
店
街
で
の
ミ
ニ
駐
輪
場

　
　
の
整
備
状
況
／
自
転
車
駐
車
場
の

　
　
短
時
間
利
用
の
無
料
化
／
職
員
駐

　
　
車
場
の
あ
り
方
の
検
討
状
況
／
太

　
　
陽
光
発
電
融
資
制
度
導
入
の
時
期

　
　
／
市
独
自
の
低
公
害
車
補
助
・
融

　
　
資
制
度
導
入
／
県
産
材
の
利
用
促

　
　
進
の
具
体
的
な
取
り
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議
員
　
国
会
で
審
議
中
の
障
害
者
自 

立
支
援
法
案
に
は
、
大
き
な
問
題
が

あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
障
害
者
本
人
の

所
得
に
応
じ
て
施
設
や
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
料
が
決
め
ら
れ
て
い
た
も

の
を
、
原
則
、
利
用
料
の
一
割
負
担

に
変
更
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

障
害
者
は
障
害
基
礎
年
金
だ
け
が
収

入
で
あ
る
人
が
多
く
、
生
活
費
を
削

る
か
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
や
め
る
か
の

選
択
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
が
困
難
に
な
り
は
し

な
い
か
。 

福
祉
部
長
　
現
在
の
法
律
案
で
は
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
額
の
一
割
を
利
用
者

負
担
金
と
す
る
も
の
の
、
過
度
の
負

担
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
利
用
者
の

収
入
に
応
じ
て
「
月
上
限
額
」
を
設

定
し
、ま
た
、施
設
利
用
者
の
食
費
、

光
熱
水
費
に
つ
い
て
は
、
補
足
給
付

を
設
け
る
な
ど
の
配
慮
も
制
度
化
さ

れ
る
よ
う
で
あ
る
。
今
後
伸
び
続
け

て
い
く
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
障
害
者
本
人
も
含

め
て
、
国
民
み
ん
な
で
分
担
し
合
う

と
い
う
考
え
の
も
と
制
度
の
検
討
が

な
さ
れ
て
い
る
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
障
害
者
自
立
支
援
法
案
の
内
容
と
問

　
題
点
に
つ
い
て 

　
　
障
害
者
、
自
治
体
に
制
度
変
革
の

　
　
具
体
的
説
明
が
十
分
に
な
さ
れ
た

　
　
と
思
う
か
／
「
同
一
生
計
」
に
よ

　
　
る
判
断
は
実
質
的
な
扶
養
義
務
強

　
　
化
に
な
る
の
で
は
な
い
か
／
拡
大

　
　
さ
れ
る
市
町
村
責
任
に
加
古
川
市

　
　
は
ど
う
対
応
す
る
の
か 

障
害
者
自
立
支
援
法
案 

　
の
問
題
点 

　
　
　
　
中
村
　
照
子
　
議
員 

神
戸
製
鋼
所
加
古
川
製
鉄
所 

　
の
事
故
へ
の
対
応
は 

　
　
　
　
井
筒
　
高
雄
　
議
員 

幼
児
が
文
字
や
活
字
に 

　
親
し
む
た
め
の 

　
　
環
境
づ
く
り
は 

　
　
　
　
大
矢
　
卓
志
　
議
員 

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証 

取
得
で
、公
共
工
事
等
の 

　
目
標
設
定
は 

　
　
　
　
末
澤
　
正
臣
　
議
員 

１００条調査特別委員会の調査が終了 
　平成17年３月25日開催の第１回市議会（定例会）において、新大崎橋架換工事についての告発文書に関する事項
を調査するために、地方自治法第１００条に基づき、設置された「告発文書に関する調査特別委員会」の調査が終
了し、６月７日開催の第２回市議会（定例会）に、委員会調査報告が提出され、賛成多数で委員長報告のとおり可
決されました。 

◆委員名簿（◎委員長　○副委員長） ◆調査の経過 

◆調査の概要 

平成１７年4月6日 
１２日 
１９日 
２６日 

5月１０日 
１７日 
２４日 
３１日 

正副委員長互選、今後の進め方 
告発文書について調査 
工事関係書類等について調査 
委員派遣（事情聴取） 
事情聴取の内容報告、建設工事審査会記録について調査、証人尋問 
証人尋問、調査内容について意見交換 
証人尋問、調査報告について意見交換 
調査報告書の決定 

　本委員会は、上記のとおり、平成17年３月25日に設
置されて以降、８回にわたり、委員会を開催し、付託
事件に関して、関係書類・記録の調査、市職員からの
説明聴取及び委員派遣による関係人の事情聴取並びに
４名の関係人の証人尋問を行い、詳細かつ集中的に調
査を行ってきました。その結果、下記のことが判明し
ました。 
　まず、告発文書については、平成９年度から平成12
年度に市が施工した、大崎橋及び新大崎橋架換工事に
関するものであることが確認されました。 
　大崎橋架換工事は、平成９年度の国庫補助事業とし
て施工されたものでありますが、当初の設計ミス等に
より工事着工が大幅に遅れ、それに伴い９年度中での
国庫補助対象経費に見合う工事出来高があがってこな
かったため、市から業者に対して、国庫補助申請に伴
う関係書類の改ざん及び工事請負金の領収日の改ざん
等を依頼し、国庫補助金の不正受給が行なわれたこと
が判明しました。 
　また、新大崎橋架換工事の契約に関して、本来、こ
の規模の工事については一般競争入札にかけられるべ
き工事であるが、当該工事の契約方法は随意契約にな
っていました。このことに関して、当該工事の契約方
法について審議した、市の建設工事審査会の記録を市
に対して提出を要求しましたが、審査会記録について
は、その記録方法の不十分さや保存年限が経過してい
ることから現存しておりませんでした。現在、残され

ている関係書類から随意契約理由を確認したところ、
前工事である大崎橋架換工事で設置した仮設橋等が利
用できることにより、同一業者と随意契約を締結する
ことが、経費的には安価ですみ、工期的にも短縮でき
るとの理由があったものと推測できました。 
　しかしながら、建設工事審査会の会議記録が作成さ
れてないため、審査会の中でどのような審議がされた
かは不明であります。また、告発文書を書いた人物の
事情聴取では業者からの要望があったことが判明して
いることから、随意契約にした理由については、なお、
不透明の感は否めませんでした。 
　以上の事実から、大崎橋架換工事に関して、市が業
者に対して不正行為を行なうよう依頼し、国庫補助金
を不正に受給したことは、不適切な事務処理であり、
まことに遺憾であります。また、新大崎橋架換工事の
随意契約に関しては、客観的な理由はあるものの、先
に述べたような事実があるために、疑惑を払拭できた
とは言えず、市当局の説明は説得力に欠けていると言
わざるを得ません。 
　本委員会としては、市当局においてはこのことを真
摯に受け止め、今回の一連のことに対して、自らの自
浄能力を発揮して、原因の究明と責任の所在を明らか
にするとともに、再発防止に向けた具体的な対策を早
急に講じ、市長をはじめ、市職員が一丸となって取り
組み、一日も早く市民の信頼を取り戻すよう、強く要
望します。 

建設工事並びに契約事務の適正な執行を求める決議を可決 
以上の調査に基づき、下記の決議が可決されました。 

建設工事並びに契約事務の適正な執行を求める決議 
　建設工事は、市民の生活基盤を築き、本市発展の
基礎となる重要な公共事業であり、そこには、常に
厳正な事務の執行が求められている。 
　このようななか、本市の建設工事に関し不正な事
務処理が行われた疑義が生じたことから、地方自治
法第100条の規定に基づく調査特別委員会を設置し、
慎重に調査を進めてきた。 
  その結果、大崎橋架換工事について不適切な事務
処理が行われ、国庫補助金の不正受給を行っていた
ことが判明した。また、大崎橋架換工事に引き続い
て行われた新大崎橋架換工事において、随意契約が
行われたことについては、関連工事である等の客観
的な理由はあるものの、業者からの要求があったこ
とは事実であることや、建設工事審査会の会議記録
は作成されないことから、その正当性を立証するに

はいたらなかった。 
　このようなことは、市政に対する市民の信頼を失
墜させるものであり、事務の改善が強く求められる
ところである。 
　よって、市当局におかれては、今後、建設工事に
関しては法令等を遵守し適正に執行するとともに、
契約事務については一層透明性の高い、公平、公正
な事務処理を行うべきである。 
　さらに、行政全般において、不当な要求に対して
は毅然たる態度で臨み、一切付け入る隙を与えない
よう、強く求めるものである。 
　以上、決議する。 
 
平成17年６月16日 
　　　　　　　　　　　　　　兵庫県加古川市議会

◎小南　好弘　○渡辺　昭良 
　山川　　博　　末澤　正臣 
　吉野　晴雄　　安田　実稔 
　粟津　敏憲　　田中　　男 
　相良　大悟　　大西　健一 
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